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９月は「認知症月間」です～忘れても笑顔で暮らせる街づくり～

令和６年１月に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」において、国民の

間に広く認知症についての関心と理解を深めるために毎年９月を「認知症月間」９月２１日を

「認知症の日」と定めています。

皆さんは「認知症」に対して、どのようなイメージをお持ちでしょうか。いま、「新しい認知症

観」のもと、共に支え合って生きることができる共生社会の実現が求められています。笑顔で暮

らせる竹田市を目指して、この９月を機に認知症について考えてみましょう。

地域包括支援センターでは認知症月間中に下記のようなイベントを行います！

認知症になっても、一人ひとりが個人としてできること、やりたいこ

とがあり住み慣れた地域で仲間たちとつながりながら希望をもって自

分らしく暮らし続けることができるという考え方

〈パネル展示〉
認知症に関する本や資料などを2か所

で展示しております。

①日時：8月18日（火）～9月30日（水）

場所：竹田市立図書館

②日時：9月1日(火)～9月30日(水)

場所：大分県信用組合竹田支店

〈認知症月間啓発街頭活動〉
竹田市内でリーフレット等を配布

する街頭活動を行います。

日時：９月4日（金）

場所：市内スーパー等6か所

(長湯おんせん市場、Aコープ都野、フレイン竹田店

HIヒロセ竹田店、マルショク本町店、Yショップ荻)

〈タッチde脳の健康チェック〉
タブレット操作で脳の健康チェックが

できます。

日 時：９月25日（金)９：３０～12：３０

場 所：竹田市総合社会福祉センター

対象者：竹田市民

内 容：①脳の健康度測定 ②問診 ③体力測定

④結果説明 ⑤脳活のアドバイス等

参加費：無料

申 込：電話で希望時間等お申し込みください。

締 切：9月17日(木)

申込先：竹田市地域包括支援センター（つるかめ）

電 話：0974-６４－０３１０

〈認知症を知る講演会〉

認知症ピアサポーターを招き思いや生活上の工夫

などのお話を伺い誰もが安心して暮らし続けられる地

域づくりについてみんなで考えます。

日時：９月19日(土)13：00～１５：00

会場：竹田市総合社会福祉センター

多目的ホール

講師：認知症希望大使 戸上守氏

認知症ピアサポーター

有限会社なでしこ代表取締役

吉川浩之氏

15：30～16：30本人交流会も開催します

❝新しい認知症観❞とは

皆さまのご参加お待ちしております！



ＤＷＡＴ

令和８年度熊本地震における職員の現地派遣について

（パーキンソン患者交流会）

竹田市の高齢者情報

１９２３年に関東大震災が発生した日で毎
年9月1日に自然災害に対する備えや意

識を高めることを目的として制定されま
した。

今一度確認しましょう！

この震災は、死者・行方不明者10

万5千人以上という甚大な被害を

もたらし、防災対策の重要性が強

く認識されるきっかけとなりまし

た。また、9月1日は暦の上で「二百

十日」にあたり、台風が多い時期で

もあります。これらの背景から災害

に対する意識を高め、備えること

を目的として防災の日が設けられ

ました。

〈 防災の日が制定された背景 〉

当事者の方の「元気

で明るくいたい」と

いう想いから名づけ

られました 

転倒防止対策 非常用バッグ 避難経路確認

１.目 的：患者やその家族がお互いに励まし合い、支え合い、

心とからだの健康を保持し、交流や学習会を行なう。

２.対象者：市内に在住するパーキンソン病及びその家族、パーキ

ンソン病に理解のある方、ボランティアを希望される

方など

３.開催日：隔月 第２木曜日

４.場 所：竹田市総合社会福祉センター

５.負担金：無料（材料費など負担有）

６.申 込：会員登録が必要です。希望される方は、竹田市社会

福祉協議会地域福祉課までご連絡ください。

63-1544

ひまわりの会

防災の日とは

皆さまのご参加お待ちしております！

7月28日に熊本県熊本地方を震源として発生した最大震度７の地震を受け、熊本県からの要請

により、「大分県ＤＷＡＴ」 が熊本県宇城市へ派遣されました。竹田市地域包括支援センターから

も、8/12～8/15の４日間、社会福祉士１名、理学療法士１名が現地に派遣されました。

ＤＷＡＴとは、災害派遣福祉チームの略で、大規模災害時に、避難所等
(福祉避難所、在宅、車中泊避難を含む)で、高齢者や障がい者等の特に配

慮を要する方に対して、福祉・介護のニーズを把握し、応急的な支援等を行

う福祉支援の専門チームです。現地では、他県のＤＷＡＴや他団体（ＤＭＡＴ、

日赤等）と連携しながら、被災者支援にあたりました。

R８年3月比

総人口 18,195 15人減

65歳以上人口 9,099 35人減

高齢化率（%） 50.01 0.15減

（令和8年7月末現在）


